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ハンガリー ： ブダペスト

■洗練された水辺の夜景

8 か国を流れるドナウ川はヨーロッパ最大の川で流

域面積は 81.5 万平方キロと日本の 2 倍以上。 東

京のように雑居ビルが川沿いに背を向けて立ち並

ぶ雑然とした景色ではなく、 川の両側には歴史的

な建築がそびえ、 水辺には公園や船着場などの親

水施設が随所にあり市民の憩いの空間になってい

る。 水辺の夜景もまた素晴らしい。 ドナウ川にか

かる世界遺産に登録もされている 3 つの橋は、 い

ずれも個性的な照明デザインが施されている。 ゲ

ッレールト丘からドナウ川を眺めるとまず手前に見

えるのが白く輝くエルジェベート橋。 この橋は色温

度 3000K の放電灯を使用した投光器と地中埋設照

明により照らされている。 周囲に高圧ナトリウムラ

ンプが多いためか白い光で照らされているように見

える。 その奥に見えるのが 1 メートルピッチの電球

が鎖のように繋がって見えることからその名がつい

た全長 375 メートルのセーチェーニ鎖橋で、 水面に

美しい映り込みを見せている。 さらに奥の国会議事

堂の傍にあるマルギット橋はリニアな LED 照明で

側面のアーチを強調したライトアップがされている。

今回ブダペストの川沿いで見つけた唯一の LED 照

明だ。 橋以外にも丘の上には王宮やマチャーシュ

ゲッレールトの丘から。 ドナウ川の左には王宮等の歴史的建造物がひしめく丘陵地帯が、 右には市街地の平野が広がっている。

夜になると、 2 階以上が明るい建物はほとんどないため、 俯瞰で見ると、 ライトアップされた建物や橋梁だけが浮かび上がる。

電球色 (3000K) のランプが使用されたエルジェーベト橋。 周囲が

高圧ナトリウムランプのオレンジ色であるため一際白く見える。

鎖橋と王宮のツーショットはブダペストを代表する夜景。

唯一 LED 光源が使用されているマルギット橋。 周囲の暖かい光環境に調和するように照明デザインされている。

電球の光が点々と連なる様が鎖橋の

名前の由来。 現在は蛍光灯の器具。

マルギット橋アーチ部分の LED 器具。

直接見えないように遮光もしてある。

均一に照らされてた国会議事堂は迫力満点。

川への映り込みがさらに存在感を増している。

今回訪れた３都市はどれも、歴史的な街や建築に照明で付加価

値を与え、滞在型の観光客を推進しようとしている。それぞれ

の都市にどのような共通点と相違点があるのか、また LED の

ような新光源や、新たに建築される建物が夜景にどのような影

響を与えているのかを調査した。
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■ブダペストの道路照明

ブダペスト市街中心地の幹線道路の照明は基本的

にポール灯で構成されている。 ポールの高さは車

道用が 10 ～ 20 メートル、 歩道用が 4 ～ 5 メート

ルで、 車道用ポールに歩道用灯具が搭載された兼

用タイプが多い。 灯具のデザインは大体統一され

ていて傘を被ったクリアグローブが一般的である。

都市照明としては基本的に高圧ナトリウムランプが

使用されているが、 一部の道路、 広場などでは前

に記したタイプとは異なるデザインのポール灯もあ

り、 色温度 3000K のメタルハライドランプの放電灯

も使われている。 一方狭い路地ではポールは立て

ずに建物の外壁に支持線を固定したカテナリー照

明が多いようだ。

■夜になると表情を違える二つの駅

国際線が主な東駅と、国内線が主な西駅を訪れた。

どちらもよく似た規模と構成で、 ゴシック様式のファ

サードがそびえ、 その背後にホームがあり、 巨大

なガラスアーチに覆われている。 夜に訪れると東

駅のほうは、 予想した通りナトリウム灯の一様な光

でのっぺりとオレンジ色に照らされていた。 驚いた

のは西駅である。 灯具のうち 7 割以上が不点灯だ

ったのである。 「建物は整備されていないといけな

い」 という雰囲気がそもそもブダペストでは感じら

れなかったのだが、 特にこのような観光客が少な

い場所で、 如実に表れていたと言えるのではない

だろうか。 節電というわけでもなく、 これだけの数

の不点灯の器具の下を人々が行きかうという見慣

れない様子に、 不思議な感覚にとらわれた。

西駅のメインホーム。 灯具はかなりの密度で設置されているもの

の多くが不点灯であった。 中央で 87 ルクス。

東駅のメインホーム。 アーチ型の屋根には高圧ナトリウムランプ

の投光器が並び、 均一な照度を与えている。 中央で 115 ルクス。

鎖橋における照明器具のスケッチ

建物に囲まれた狭い路地ではカテナリー照明が多い。幹線道路では高圧ナトリウムランプの街路灯が一般的のようだ。

車道用、 歩道用、 トラム乗り場用に灯具が分かれている。

ミュージアム通りの断面スケッチ

教会などが高圧ナトリウムランプでライトアップされ

ていて、 対岸には均一に照らされたゴシック様式の

国会議事堂が圧倒的な存在感を放ちながら水辺に

浮かび上がっている。 ハンガリーの首都でありなが

らも派手なカラーライティングやビルの広告塔など

はなく、 ライトアップされた建物自体も多くないため、

西欧の大都市のような華やかさはほとんどない。 し

かしながら静寂の中で歴史的な建造物がポツポツ

と灯る様子や、 色温度が整えられた景観には落ち

着いた雰囲気があり、 どこか安心感を感じる。 ま

た川辺には公園やベンチがあり、 ゆっくりと夜景を

楽しめることもこの街の魅力だろう。「ドナウの真珠」

と称されるブダペストの夜景はキラキラと輝く宝石

のような光ではなく、 落ち着いた雰囲気で温かみの

ある洗練された夜景であった。



3   照明探偵団通信 vol. 56

華やかなプラハ城のライトアップと心地よい陰影のあるカレル橋

ヴルタヴァ川に設置された木製の架台と投光器

従来光源から LED に進化した街路灯旧市街橋庁舎周辺のライトップとカレル橋の明暗の対比がとても印象的

橋の外壁に設置された LED 投光器カレル橋の彫刻

ブラケット照明で照らされたプラハ城の階段からはプラハの市街地が眺められる

LED( 左 ) と高圧ナトリウムランプ ( 右 ) の街路灯

城内に建つ聖ヴィート大聖堂のライトップ

チェコ ： プラハ

■光の靄の中のランドマークたち

プラハ市街には、 ヨーロッパの中でも中世からの古い

町並み ・ 建物が数多く現存しており、 劣塔が多くある

ことから 「百塔のプラハ」 と呼ばれる。 その中でも、

プラハ城は多くの建築を内包しており世界で最も古くて

大きい城の一つといわれる。 プラハ城では主に地上と

建物の屋根に設置されたたくさんの投光器がファサー

ドを均一に照らし上げており、 ヴルタヴァ川を挟んだ反

対側のプラハ市街から霞みがかった全景を望むことが

できる。 路地では店舗から漏れる光のほかにリズミカ

ルに配置された街路灯が建物の外壁を照らしていて通

りに明るさ感を与えている。 従来は高圧ナトリウムラン

プが使用されていたが、 現在主要な通りでは色温度

2800K 相当の LED 光源に置き換わっている。

■アナログ×テクノロジー

カレル橋は 15 世紀に建設されたヴルタヴァ川にかか

る全長約 520 メートル、 幅 10 メートルの橋であり、 ヨ

ーロッパに現存する最古の石橋といわれる歴史的建

造物である。 橋の街路灯の直ぐ脇では絵描きやジャ

ズ演奏などが行われていて、 明かりの下に人々が集

う。 ここでの照度は 4.2 ルクス、 街路灯の光があまり

届いていない部分では 1.4 ルクスしかなく照度数値的

には少し暗い印象ではあるが、 雰囲気があって心地

よい暗さである。 我々照明探偵が 15 年前に調査をし

た際、 このカレル橋のライトアップでは、 川から外壁

を照らす投光器と橋の上には街路灯があり、 高圧ナ

トリウムランプを使用していた。 今回調査をした結果、

投光器はそのままだが、 街路灯は LED 光源に置き

換わっている。 さらにアーチ部分にはリニアタイプの

LED 照明が追加され、 聖人の彫刻を左右真横から照

らす LED スポットライトは動的な点滅コントロールによ

り時間によってその表情を変えている。 暗がりの中、

橋の両脇に佇む黒ずんだ聖人たちが夜景を背景に亡

霊のようにぼんやりと暗闇に浮かび上がっては消える

様子は幻想的とも怪奇とも言える様子であった。

■さまざまな光源が混在する街路灯

プラハの街路灯の多くは 6 角形のガス灯の形をした

器具である。 設置方法はポール灯だけではなく建物

壁面に設置するブラケットが多く用いられており、 道

幅や建物壁面の状況により使い分けられているよう

だ。 行政的な取り決めでもあるのだろうか、 どの区域

に行っても基本的に共通の器具が使われていた。 光

源に関してはほとんどが高圧ナトリウム灯であったが、

観光のメインストリートとなっている王宮からカレル橋

に向かうに通りについては、すべて LED になっており、

近年まとめて改修されたと考えられる。 LED であるこ

とを見せつけるかのごとく 6 つの粒がむき出しで、 ガ

ラスもクリアに変更されているため非常にまぶしかっ

たのが残念である。 明るさは少し減っているものの色

温度が 2800K であるためナトリウム灯のオレンジ色に

比べるとかなり白く感じられ、 改修された通りだけが

ほかの通りに比べて目立っていた。 ブダペストで多く

見られたカテナリー照明は、 トラムの架線と併設され

ているものがある以外は、 ほとんど見かけなかった。
フラチャニ広場の中央部分は 0.7 ルクス。ほんのり照らされた建物が綺麗だ。
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■人知れず闇に沈んでしまう中央駅

プラハ中央駅は、 ブダペスト以上に巨大で荘厳な

ファサードであった。 しかし、 昼はガラスが割れた

り壁が剥落するなどの老朽化が目立ち、 夜は完全

に闇に沈んでいた。 駅自体の設備は決して古いも

のではなかったが、 施設やアクセスはすべて地下

にまとめられており、 地上は駐車場だけで、 忘れ

去られているかのような殺風景さであった。 利用者

にとっての利便性を重要視し、 地上に大きなボリュ

ームを追加しないように開発を進めた結果とも考え

られるが、 これだけの建築がただ風化の一途をた

どるのはもったいない。

■旧市街広場 ・ ヴァーツラフ広場

昼夜問わず人々で賑わう広場が、 旧市街と新市街

にそれぞれある。 まずは旧市街の中心にある旧市

街広場を訪れた。 広場を含めて周辺一帯が観光

街となっており、 どの通りに面した建物もいかにも

年月の漂う構えで、 その 1 階はレストランや土産物

屋やマリオネット劇場などで占められている。 全方

位を照らす球状の灯具からの光が建物のファサー

ドを照らすうえ、 上向きのライトアップの光が多湿な

靄がかった空気を黄色く染めているため、 どちらを

見ても常にぼんやりとした不思議な明るさを感じた。

もう一つの中心が、 新市街のヴァーツラフ広場であ

る。 こちらは幅 60m 長さ 750m と長細くて車道部も

含んだ空間で、 広場というより歩行者天国つきの

大通りといったほうが正しい。 中央部では仮設のテ

ーブルやホットドッグなどの売店が並び、 面する建

物にはデパートや高級レストランが入っているが、

観光客よりプラハに住む人が多いように見受けられ

た。 こちらも街路灯はナトリウムランプであったが、

周囲の建物や看板がメタルハライドランプや蛍光灯

の白い光を大量に使用しており、 そちらの光のほう

が支配的な景観であった。

旧市街広場。 広場に面した建物のファサードだけではなく空全体がオレンジ色に包まれている。

ヴァーツラフ広場の断面スケッチ

ペトシーンの丘からの俯瞰。 展望塔が日没前に閉鎖されてしまい、 川がほとんど見えない低い角度からの撮影になってしまった。 ヴルタヴァ川を挟んで左に王宮、 右に旧市街が広がっている。

ヴァーツラフ広場は中世の雰囲気を残しつつ近代的な建物に囲まれている 大半の無駄な光が空を照らしている 闇に沈むプラハ中央駅のファサード
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ドイツ ： ベルリン

■中欧最大都市の品質

電車でベルリンに到着してまず感じたのが、 ブダペ

ストやプラハとの経済力の差である。 巨大な駅は

新しいだけではなく整備が行き届いており、 街の建

物にも壁の剥落などはほとんど見かけない。 中世

からの街並みが残っているだけでなく、 調和を大切

にしながらもガラスファサード等の現代的な建築が

街のあちこちに見られた。 今回は、 ベルリンの第

一区であるミッテ地区のうち、 歴史的建造物が立

ち並ぶウンターデンリンデンと、 文化の中心地であ

るポツダム広場周辺に注目した。 また毎年行われ

ている 「Festival of Lights」 と日程を合わせ、 イベ

ント中と通常時の両方で同じエリアを調査してきた。

まずは通常時の様子を報告したい。

■ウンターデンリンデン

ベルリンの最も中心部の、 さらに真ん中を貫いて

いるのが、 ウンターデンリンデンである。 西はブラ

ンデンブルグ門のあるパリ広場から、 東はベルリン

大聖堂や数々の博物館のあるエリアまでを結んで

おり、 中央には菩提樹の並木の遊歩道が美しく整

備されている。 通りに面した建物は、 それぞれの

デザインを持ちながらも同じスケール感に揃えられ

整然と並んでいた。 平日の夜は散歩やランニング

をしている市民が時々通る程度であったが、 レトロ

な車道灯と、 近代的な遊歩道のポール灯が 3000K

に統一され、 居心地の良い雰囲気ができていた。

残念なことに今回は、 工事中のため巨大なクレー

ンに遊歩道が分断されていた。 いつか工事が終わ

ったころにまた、 この圧倒的なパースの完成を見に

訪れたいものである。

■スポットライト的なポール灯

ベルリンの広場や公共空間で特に感じたのが、 照

度の均一さには執着していないということである。

たとえば、 テレビ塔から下の広場を見ると、 ポール

灯に照らされた地面が光の円となって整然と並ん

でいる。 眩しく見えるような光の点もなく、 照らされ

ている部分とそれ以外の暗いところとのコントラスト

は非常にはっきりしている。 灯具の配光制御がきっ

ちりしている上にビームが狭角であり、 狙ったとこ

ろ以外には光を出さないことが徹底されているから

だ。 これは広場のポール灯だけではなく駅のダウ

ンライトなどでも広く見られた手法であり、 狭角配

光の器具を街の至る所で見ることができた。

テレビ塔から西を望む。 中央をウンターデンリンデンの軸が貫き、 その先にはブランデンブルグ門が光っている。

すこし南にはポツダム広場の近代的なビル群が目立つ。それ以外の建物は派手な演出や広告も少なく整然と並んでいた。

ウンターデンリンデンの断面スケッチ

通りの中央には広いスペースが確保され、 売店やテーブル席

なども点在する。 軸線上にブランデンブルグ門が見える

歩道の幅の半分以上を使って、遅くまでレストランが営業している。

最初は驚いたが欧州では珍しくないことのようだ。

広場を見下ろすと、 ポール灯が非常によく配光制御され、

上に向かってくる光がほとんどないことがよくわかる。

ポール灯の頂部にスポットライト状の灯具が 3 つ付いたタイプ。

どの灯具もほぼ下向きにエーミングしてある。

何気ない通路でも狭角の光を

使用していることがある。
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ポツダム広場にあるショッピングモール

■近代都市ベルリン

地上 3 階、 地下 2 階のベルリン中央駅は 2006 年

のサッカー W 杯 ・ ドイツ大会に合わせて開業した

欧州最大規模の駅施設である。 建物全体はガラス

が多分に使用された近代的なデザイン。 調査に訪

れた時は生憎の曇り空であったが、 快晴の時はき

っと温室の中のような気持ち良い空間なのだろうと

想像できる。 さて光環境はというと、 主に駅施設に

は HID ランプによる 4200K の白色系の光、 商業施

設には 3000K の暖色系の光で計画されている。 大

きなアトリウムを持つメインエントランスには建物上

部に設置された約 90 台の投光器で空間全体を細

かく照らしており、 照度計は 1 階床面で 200 ルクス

程度を示している。 続いて向かったホームでは日

本ではめずらしい照明手法を見つけた。 高架ホー

ムでは 2 つのヘッドを持つ高さ 5 メートルのポール

灯が真下ではなく斜めに照射するように制御されて

いて、 光源の直下ではなくポール灯の中間がハイ

ライトされるためコントラストができている。 地下ホ

ームでは蛍光灯によるフラッドな光で乗り場を照ら

した空間、 無数のアーティスティックなダウンライト

に天井を支配された空間など照明のバリエーション

があって面白い。 建物から一歩外に出ると広大な

広場になっており、 旅行客で賑わう日中とは対照

的に夜間は人が少なく寂しい印象だ。 大都市の駅

の周りには普通ホテルや商業施設、 レストランなど

がひしめいているものだがこの巨大なガラスの殿堂

は空間にぽつんと孤立している。 そんな寂し気な

様子とは対極的に広場の中央には 360 度、 合計

60 台の投光器を搭載した高さ 30 メートルはあろう

かというハイマストポール照明が立っている。 この

ランドマーク的なハイマストがあまりにヒューマンス

ケールを越えたサイズであるため普通のポール灯

がまるで赤ちゃんのようだ。 ベルリン中央駅には工

夫を凝らした様々な建築照明が見られた。

東西ドイツ統一がなされた 1990 年以降、 大規模

な再開発がされたポツダム広場は深夜まで多くの

人々で賑わっている。 ダイムラー ・ クライスラーや

ソニーセンターをはじめとするガラスに覆われた近

代建築が立ち並び、 先端的な照明デザインを随所

に見ることができる。

上部から 90 台の投光器で細かく照らされたメインエントランス

ポツダマー ・ プラッツ駅の地下コンコース。 寝そべって写真を撮る怪しい人の姿も ・ ・ 。

ベルリン中央駅正面外観。内部の光により存在感が消えたガラス壁。

高架ホームのポール灯は斜めに光を落とす。突如現れた天井から飛び出たダウンライトの群れ。 天井も一緒に照らしている。

駅前広場にあった約 30 メートルのハイマスト照明には投光器がなんと 60 台地下ホームは蛍光灯による均一な光の空間

ポツダム広場周辺で目撃したポール灯たち。 明るさもすごいが見た目もすごい。

ソニーセンター 「FUJIYAMA」 のライティング
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■ Festival of Lights

ベルリンでは 10 月に、 Festival of Lights というイ

ベントが行われている。 2005 年から毎年規模を拡

大しながら開催されており、 今年は 68 か所でライ

トアップやプロジェクションマッピング、 アーティスト

によるインスタレーションなどが展開されていた。

意外とアナログな運用

ドイツといえば先進的な技術できらびやかな演出を

見せてくれるだろうと思い込んでいた探偵団の期待

は、 最初に訪れたベルリン大聖堂へのプロジェク

ションマッピングで完全に裏切られた。 フェスティバ

ルの中でも目玉のはずだったが、 絵の入ったフィ

ルムが差し替わっていくだけで、 動きも音楽もない

ものだった。 ジャンダルメンマルクトでのプロジェク

ションに至っては、 数分おきに照明器具の塔に人

がのぼり、 フィルムを手で差し替えていた。

人々の楽しみ方が上手い

ブランデンブルグ門で、 派手ではないが味のある

プロジェクションを楽しませてもらった。 気を取り直

してみると、 周囲の人々がかなり能動的に楽しん

でいることに気が付いた。 カラーライトを顔面に浴

びて記念写真を撮る人や、 インスタレーションでも

積極的に光やスモークを浴びに行く人々がたくさん

いた。 老若男女の意外なほどたくさんの人が、 三

脚にカメラを据えて持ち歩いている。 見知らぬ人に

光を当ててお互い遊んだりしている。 改めてこの賑

わいを見てみると、 技術的なクオリティだけ考える

のではなく、 人々が楽しめるような文化土壌作りを

普段から少しずつ行っていくことも大変重要である

ということが実感された。

ベルリン大聖堂のプロジェクションマッピング。 平面的に絵柄を投影しているだけだったが、 100m 四方はある広場は人で埋め尽くされていた。

ブランデンブルグ門のプロジェクションマッピングジャンダルメンマルクトでのプロジェクションマッピング

ブランデンブルグ門の裏側のカラーライティング カラーライトを顔面に浴びて記念撮影する人々

どの人も、 それぞれ自分なりの楽しみ方をしていた仕事帰りと思しき道行く人も、 インスタレーションを体験していく大人もスモークを積極的に浴びに行ったり、 衣装を借りたりしている

公式とは思えないパフォーマーも、 自らをカラーライトで演出している アルテ ・ ポツダマー通りの非日常的なカラーライティング ハイテク系のプロジェクションマッピングもあった



【照明探偵団の活動は以下の 19 社にご協賛頂いております。】

ルートロンアスカ株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス･ジャパン株式会社　

パナソニック電工株式会社　

ヤマギワ株式会社

マックスレイ株式会社

DN ライティング株式会社　

エルコライティング株式会社　

株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

東芝ライテック株式会社　

コイズミ照明株式会社

マーチンプロフェッショナルジャパン株式会社

タルジェッテイ　ポールセン　ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明

湘南工作販売株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

山田照明株式会社　

株式会社ウシオスペックス

三菱電機照明株式会社

探偵団通信に関してのご意見 ・ ご感想等随時受付中です！

お気軽に事務局までご連絡ください。

照明探偵団通信　vol.56

発行日 =2012 年 11月 2 6 日　発行人 = 面出薫　
照明探偵団 ・ 事務局　〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 5-28-10 ライティング プランナーズ アソシエーツ内 （東悟子）

TEL ： 03-5469-1022　FAX ： 03-5469-1023　e-mail ： offi ce@shomei-tanteidan.org　http://www.shomei-tanteidan.org

調査を終えて

3 都市の照明に関する共通点は、 建築単体のライ

トアップや狭い範囲でのイベントに委縮させてしまう

ことなく、 都市全体で捉えることができている所が

最も大きいだろう。 ブダペストのように色温度を整

えたり、 プラハのように共通の器具を使用したりと、

固定的に束縛するわけではないけれど、 全体に一

つの雰囲気が出来上がるようになっている。 また、

ベルリンの Festival of Lights はさまざまな技術レベ

ルのものが混在していたけれども、 それらを全市

的に同時に行うことによる盛り上がりを目の当たり

にした。 東京は全体を一つの雰囲気に収めるには

大きすぎるが、 街や地域を超えた緩やかなつなが

りや、 光を楽しむ側の文化的な素地作りをもっと促

進することが、 求められているのではないだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三宅　博行

今回調査を行った 3 都市では、 共通の文化を持

ちながらも独自の考えによる特徴的な光が存在し、

美しい夜景をつくるための様々な仕掛けがあった。

水辺の心地の良い安全な光が印象的なブダペス

ト、 風土を活かしたライトアップにより夜空に浮かび

上がる中世の古都プラハ、 近代照明技術を随所に

取り入れているベルリン。 魅力的な夜間環境を創

出する一方、 照明の球切れを放置するがさつさや、

眩しいうえに大半の光を夜空に放つライトアップ投

光器など、良い照明環境とはいえない場面にも多々

出くわした。 観光地として人々を魅了するためのラ

イトアップだけでなく、 環境にも配慮した照明の使

い方をすることにより、 さらに素晴らしい光環境を

創ることができるはずである。 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　俊一



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


